
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
二
号

酸
素
欠
乏
症
等
防
止
規
則

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
酸
素
欠
乏
症
防
止
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
一
般
的
防
止
措
置
（
第
三
条―

第
十
七
条
）

第
三
章
　
特
殊
な
作
業
に
お
け
る
防
止
措
置
（
第
十
八
条―

第
二
十
五
条
の
二
）

第
四
章
　
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
及
び
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
（
第
二
十
六
条―

第
二
十
八
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
二
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
事
業
者
の
責
務
）

第
一
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
症
等
を
防
止
す
る
た
め
、
作
業
方
法
の
確
立
、
作
業
環
境
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
酸
素
欠
乏
　
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
が
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
状
態
を
い
う
。

二
　
酸
素
欠
乏
等
　
前
号
に
該
当
す
る
状
態
又
は
空
気
中
の
硫
化
水
素
の
濃
度
が
百
万
分
の
十
を
超
え
る
状
態
を
い
う
。

三
　
酸
素
欠
乏
症
　
酸
素
欠
乏
の
空
気
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
症
状
が
認
め
ら
れ
る
状
態
を
い
う
。

四
　
硫
化
水
素
中
毒
　
硫
化
水
素
の
濃
度
が
百
万
分
の
十
を
超
え
る
空
気
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
症
状
が
認
め
ら
れ
る
状
態
を
い
う
。

五
　
酸
素
欠
乏
症
等
　
酸
素
欠
乏
症
又
は
硫
化
水
素
中
毒
を
い
う
。

六
　
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
六
に
掲
げ
る
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
（
以
下
「
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
作
業
を
い

う
。

七
　
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
　
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
の
う
ち
、
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
以
外
の
作
業
を
い
う
。

八
　
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
　
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
の
う
ち
、
令
別
表
第
六
第
三
号
の
三
、
第
九
号
又
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
（
同
号
に
掲
げ
る
場
所
に
あ
つ
て
は
、
酸
素
欠
乏
症
に
か
か
る
お
そ
れ
及
び

硫
化
水
素
中
毒
に
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
所
に
限
る
。
）
に
お
け
る
作
業
を
い
う
。

第
二
章
　
一
般
的
防
止
措
置

（
作
業
環
境
測
定
等
）

第
三
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
一
条
第
九
号
に
掲
げ
る
作
業
場
に
つ
い
て
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
当
該
作
業
場
に
お
け
る
空
気
中
の
酸
素
（
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
作
業
場
に
あ
つ
て
は
、
酸
素
及
び
硫

化
水
素
）
の
濃
度
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
、
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
測
定
日
時

二
　
測
定
方
法

三
　
測
定
箇
所

四
　
測
定
条
件

五
　
測
定
結
果

六
　
測
定
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七
　
測
定
結
果
に
基
づ
い
て
酸
素
欠
乏
症
等
の
防
止
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
の
概
要

（
測
定
器
具
）

第
四
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
た
め
必
要
な
測
定
器
具
を
備
え
、
又
は
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
換
気
）

第
五
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
は
、
当
該
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
（
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
場
所
に
あ
つ
て
は
、
空
気
中
の
酸

素
の
濃
度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
か
つ
、
硫
化
水
素
の
濃
度
を
百
万
分
の
十
以
下
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
保
つ
よ
う
に
換
気
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
爆
発
、
酸
化
等
を
防
止
す
る
た
め
換
気
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
又
は
作
業
の
性
質
上
換
気
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
当
該
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃

度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
保
つ
よ
う
に
換
気
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
換
気
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
純
酸
素
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
保
護
具
の
使
用
等
）

第
五
条
の
二
　
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
時
に
就
業
す
る
労
働
者
の
人
数
と
同
数
以
上
の
空
気
呼
吸
器
等
（
空
気
呼
吸
器
、
酸
素
呼
吸
器
又
は
送
気
マ
ス
ク
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
備
え
、
労
働

者
に
こ
れ
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
労
働
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
条
第
二
項
の
請
負
人
に
対
し
、
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
）

第
六
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
で
、
労
働
者
が
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
つ
て
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
労
働
者
に
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四

十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
命
綱
（
以
下
「
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
を
安
全
に
取
り
付
け
る
た
め
の
設
備
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
労
働
者
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
で
、
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
つ
て
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
護
具
等
の
点
検
）

第
七
条
　
事
業
者
は
、
第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
さ
せ
、
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
を
使
用
さ
せ
て
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、

そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
当
該
空
気
呼
吸
器
等
又
は
当
該
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
及
び
前
条
第
二
項
の
設
備
等
を
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
、
又
は
取
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
人
員
の
点
検
）

第
八
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
労
働
者
を
当
該
作
業
を
行
う
場
所
に
入
場
さ
せ
、
及
び
退
場
さ
せ
る
時
に
、
人
員
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
が
当
該
作
業
を
行
う
場
所
に
入
場
し
、
及
び
退
場
す
る
時
に
、
人
員
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

第
九
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
場
所
で
作
業
を
行
う
と
き
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
従
事
す
る
者
以
外
の
者
が
当
該
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す

い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
が
立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
従
事
す
る
者
以
外
の
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
り
を
禁
止
さ
れ
た
場
所
に
は
、
み
だ
り
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
に
つ
い
て
は
、
安
衛
則
第
五
百
八
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
（
酸
素
濃
度
及
び
硫
化
水
素
濃
度
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
適
用
し
な
い
。

（
連
絡
）

第
十
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
で
、
近
接
す
る
作
業
場
で
行
わ
れ
る
作
業
に
よ
る
酸
素
欠
乏
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
場
と
の
間
の
連
絡
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
主
任
者
）

第
十
一
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
あ
つ
て
は
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
又
は
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、

第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
あ
つ
て
は
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
に
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
酸
素
欠
乏
の
空
気
を
吸
入
し
な
い
よ
う
に
、
作
業
の
方
法
を
決
定
し
、
労
働
者
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
、
作
業
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
が
作
業
を
行
う
場
所
を
離
れ
た
後
再
び
作
業
を
開
始
す
る
前
及
び
労
働
者
の
身
体
、
換
気
装
置
等
に
異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
、
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気

中
の
酸
素
の
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
。

三
　
測
定
器
具
、
換
気
装
置
、
空
気
呼
吸
器
等
そ
の
他
労
働
者
が
酸
素
欠
乏
症
に
か
か
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
又
は
設
備
を
点
検
す
る
こ
と
。

四
　
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
酸
素
欠
乏
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
等
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
酸
素
」

と
あ
る
の
は
「
酸
素
及
び
硫
化
水
素
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
酸
素
欠
乏
症
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
症
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
の
教
育
）

第
十
二
条
　
事
業
者
は
、
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
業
務
に
労
働
者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
特
別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
酸
素
欠
乏
の
発
生
の
原
因

二
　
酸
素
欠
乏
症
の
症
状

三
　
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
の
方
法

四
　
事
故
の
場
合
の
退
避
及
び
救
急
そ
生
の
方
法

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
酸
素
欠
乏
症
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

２
　
前
項
の
規
定
は
、
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
酸
素
欠
乏
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
等
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
酸
素
欠
乏
症
」
と

あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
症
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
安
衛
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
二
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。
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（
監
視
人
等
）

第
十
三
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
常
時
作
業
の
状
況
を
監
視
し
、
異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
及
び
そ
の
他
の
関
係
者
に
通
報
す
る
者
を
置

く
等
異
常
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
（
労
働
者
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
常
時
作
業
の
状
況
を
監
視
し
、
異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
直
ち
に
そ
の

旨
を
事
業
者
及
び
そ
の
他
の
関
係
者
に
通
報
す
る
者
を
置
く
等
異
常
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
退
避
）

第
十
四
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
で
、
当
該
作
業
を
行
う
場
所
に
お
い
て
酸
素
欠
乏
等
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
作
業
を
中
止
し
、
作
業
に
従
事
す
る
者
を
そ
の
場
所
か
ら
退

避
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
酸
素
欠
乏
等
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
所
に
特
に
指
名
し
た
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
場
所
が
立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
避
難
用
具
等
）

第
十
五
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
空
気
呼
吸
器
等
、
は
し
ご
、
繊
維
ロ
ー
プ
等
非
常
の
場
合
に
労
働
者
を
避
難
さ
せ
、
又
は
救
出
す
る
た
め
必
要
な
用
具
（
以
下
「
避
難
用
具
等
」
と

い
う
。
）
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
七
条
の
規
定
は
、
前
項
の
避
難
用
具
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
救
出
時
の
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
）

第
十
六
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
つ
た
作
業
に
従
事
す
る
者
を
酸
素
欠
乏
等
の
場
所
に
お
い
て
救
出
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
救
出
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
労
働
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
救
出
作
業
を
、
酸
素
欠
乏
等
の
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
が
行
う
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
診
察
及
び
処
置
）

第
十
七
条
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
つ
た
労
働
者
に
、
直
ち
に
医
師
の
診
察
又
は
処
置
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
け
る
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
医
師
の
診
察
又
は
処

置
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
特
殊
な
作
業
に
お
け
る
防
止
措
置

（
ボ
ー
リ
ン
グ
等
）

第
十
八
条
　
事
業
者
は
、
ず
い
道
そ
の
他
坑
を
掘
削
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
で
、
メ
タ
ン
又
は
炭
酸
ガ
ス
の
突
出
に
よ
り
労
働
者
が
酸
素
欠
乏
症
に
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
作
業
を
行
な
う

場
所
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
メ
タ
ン
又
は
炭
酸
ガ
ス
の
有
無
及
び
状
態
を
ボ
ー
リ
ン
グ
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
調
査
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
メ
タ
ン
又
は
炭
酸
ガ
ス
の
処
理
の
方
法
並
び
に
掘
削
の
時
期
及
び
順
序

を
定
め
、
当
該
定
め
に
よ
り
作
業
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
消
火
設
備
等
に
係
る
措
置
）

第
十
九
条
　
事
業
者
は
、
地
下
室
、
機
関
室
、
船
倉
そ
の
他
通
風
が
不
十
分
な
場
所
に
備
え
る
消
火
器
又
は
消
火
設
備
で
炭
酸
ガ
ス
を
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
労
働
者
が
誤
つ
て
接
触
し
た
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
転
倒
し
、
又
は
ハ
ン
ド
ル
が
容
易
に
作
動
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
　
み
だ
り
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
み
だ
り
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

（
冷
蔵
室
等
に
係
る
措
置
）

第
二
十
条
　
事
業
者
は
、
冷
蔵
室
、
冷
凍
室
、
む
ろ
そ
の
他
密
閉
し
て
使
用
す
る
施
設
又
は
設
備
の
内
部
に
お
け
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
は
、
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
間
、
当
該
施
設
又
は
設
備
の
出
入
口
の
扉
又

は
蓋
が
締
ま
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
若
し
く
は
設
備
の
出
入
口
の
扉
若
し
く
は
蓋
が
内
部
か
ら
容
易
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
当
該
施
設
若
し
く
は
設

備
の
内
部
に
通
報
装
置
若
し
く
は
警
報
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
請
負
人
が
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
溶
接
に
係
る
措
置
）

第
二
十
一
条
　
事
業
者
は
、
タ
ン
ク
、
ボ
イ
ラ
ー
又
は
反
応
塔
の
内
部
そ
の
他
通
風
が
不
十
分
な
場
所
に
お
い
て
、
ア
ル
ゴ
ン
、
炭
酸
ガ
ス
又
は
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
行
う
溶
接
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
保
つ
よ
う
に
換
気
す
る
こ
と
。

二
　
労
働
者
に
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。

２
　
第
七
条
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
の
空
気
呼
吸
器
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
労
働
者
は
、
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
、
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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４
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
請
負
人
が
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
保
つ
よ
う
に
換
気
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

二
　
請
負
人
に
対
し
、
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

（
ガ
ス
漏
出
防
止
措
置
）

第
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
ボ
イ
ラ
ー
、
タ
ン
ク
、
反
応
塔
、
船
倉
等
の
内
部
で
令
別
表
第
六
第
十
一
号
の
気
体
（
以
下
「
不
活
性
気
体
」
と
い
う
。
）
を
送
給
す
る
配
管
が
あ
る
と
こ
ろ
に
お
け
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き

は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
バ
ル
ブ
若
し
く
は
コ
ッ
ク
を
閉
止
し
、
又
は
閉
止
板
を
施
す
こ
と
。

二
　
前
号
に
よ
り
閉
止
し
た
バ
ル
ブ
若
し
く
は
コ
ッ
ク
又
は
施
し
た
閉
止
板
に
は
施
錠
を
し
、
こ
れ
ら
を
開
放
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
不
活
性
気
体
を
送
給
す
る
配
管
の
バ
ル
ブ
若
し
く
は
コ
ッ
ク
又
は
こ
れ
ら
を
操
作
す
る
た
め
の
ス
イ
ッ
チ
、
押
し
ボ
タ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
誤
操
作
に
よ
る
不
活
性
気
体
の
漏
出
を
防
止
す
る
た
め
、
配
管

内
の
不
活
性
気
体
の
名
称
及
び
開
閉
の
方
向
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
請
負
人
が
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
各
号
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
ガ
ス
排
出
に
係
る
措
置
）

第
二
十
二
条
の
二
　
事
業
者
は
、
タ
ン
ク
、
反
応
塔
等
の
容
器
の
安
全
弁
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
不
活
性
気
体
が
流
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
通
風
又
は
換
気
が
不
十
分
で
あ
る
場
所
に
お
け
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と

き
は
、
当
該
安
全
弁
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
不
活
性
気
体
を
直
接
外
部
へ
放
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
等
当
該
不
活
性
気
体
が
当
該
場
所
に
滞
留
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
空
気
の
稀
薄
化
の
防
止
）

第
二
十
三
条
　
事
業
者
は
、
そ
の
内
部
の
空
気
を
吸
引
す
る
配
管
（
そ
の
内
部
の
空
気
を
換
気
す
る
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）
に
通
ず
る
タ
ン
ク
、
反
応
塔
そ
の
他
密
閉
し
て
使
用
す
る
施
設
又
は
設
備
の
内
部
に
お
け
る
作
業
に
労
働
者

を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
間
、
当
該
施
設
又
は
設
備
の
出
入
口
の
蓋
又
は
扉
が
締
ま
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
請
負
人
が
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
配
管
工
事
に
係
る
措
置
）

第
二
十
三
条
の
二
　
事
業
者
は
、
地
下
室
又
は
溝
の
内
部
そ
の
他
通
風
が
不
十
分
な
場
所
に
お
い
て
、
メ
タ
ン
、
エ
タ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
若
し
く
は
ブ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
又
は
こ
れ
ら
に
空
気
を
混
入
し
た
ガ
ス
を
送
給
す
る
配

管
を
取
り
外
し
、
又
は
取
り
付
け
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
配
管
を
取
り
外
し
、
又
は
取
り
付
け
る
箇
所
に
こ
れ
ら
の
ガ
ス
が
流
入
し
な
い
よ
う
に
当
該
ガ
ス
を
確
実
に
遮
断
す
る
こ
と
。

二
　
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
保
つ
よ
う
に
換
気
し
、
又
は
労
働
者
に
空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。

２
　
第
七
条
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
使
用
さ
せ
る
空
気
呼
吸
器
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
一
項
第
一
号
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

二
　
請
負
人
が
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
作
業
を
行
う
場
所
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
を
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
保
つ
よ
う
に
換
気
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
、
又
は
請
負
人
に

空
気
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

４
　
労
働
者
は
、
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
、
空
気
呼
吸
器
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
圧
気
工
法
に
係
る
措
置
）

第
二
十
四
条
　
事
業
者
は
、
令
別
表
第
六
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
地
層
が
存
在
す
る
箇
所
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
箇
所
に
お
い
て
圧
気
工
法
に
よ
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
適
時
、
当
該
作
業
に
よ
り
酸
素
欠
乏
の
空
気
が
漏

出
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
井
戸
又
は
配
管
に
つ
い
て
、
空
気
の
漏
出
の
有
無
、
そ
の
程
度
及
び
そ
の
空
気
中
の
酸
素
の
濃
度
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
調
査
の
結
果
、
酸
素
欠
乏
の
空
気
が
漏
出
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
関
係
者
に
通
知
し
、
酸
素
欠
乏
症
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
方
法
を
教
示
し
、
酸
素
欠
乏
の
空
気
が
漏
出
し
て
い
る
場
所
へ
の
立

入
り
を
禁
止
す
る
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
下
室
等
に
係
る
措
置
）

第
二
十
五
条
　
事
業
者
は
、
令
別
表
第
六
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
地
層
に
接
し
、
又
は
当
該
地
層
に
通
ず
る
井
戸
若
し
く
は
配
管
が
設
け
ら
れ
て
い
る
地
下
室
、
ピ
ツ
ト
等
の
内
部
に
お
け
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る

と
き
は
、
酸
素
欠
乏
の
空
気
が
漏
出
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
を
閉
そ
く
し
、
酸
素
欠
乏
の
空
気
を
直
接
外
部
へ
放
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
等
酸
素
欠
乏
の
空
気
が
作
業
を
行
な
う
場
所
に
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
備
の
改
造
等
の
作
業
）

第
二
十
五
条
の
二
　
事
業
者
は
、
し
尿
、
腐
泥
、
汚
水
、
パ
ル
プ
液
そ
の
他
腐
敗
し
、
若
し
く
は
分
解
し
や
す
い
物
質
を
入
れ
て
あ
り
、
若
し
く
は
入
れ
た
こ
と
の
あ
る
ポ
ン
プ
若
し
く
は
配
管
等
又
は
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
設
備
の
改

造
、
修
理
、
清
掃
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
設
備
を
分
解
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
の
方
法
及
び
順
序
を
決
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
を
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
硫
化
水
素
中
毒
の
防
止
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
指
揮
者
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
当
該
作
業
を
指
揮
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
作
業
を
行
う
設
備
か
ら
硫
化
水
素
を
確
実
に
排
出
し
、
か
つ
、
当
該
設
備
に
接
続
し
て
い
る
す
べ
て
の
配
管
か
ら
当
該
設
備
に
硫
化
水
素
が
流
入
し
な
い
よ
う
バ
ル
ブ
、
コ
ッ
ク
等
を
確
実
に
閉
止
す
る
こ
と
。

四
　
前
号
に
よ
り
閉
止
し
た
バ
ル
ブ
、
コ
ッ
ク
等
に
は
、
施
錠
を
し
、
こ
れ
ら
を
開
放
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
、
又
は
監
視
人
を
置
く
こ
と
。

五
　
作
業
を
行
う
設
備
の
周
辺
に
お
け
る
硫
化
水
素
の
濃
度
の
測
定
を
行
い
、
労
働
者
が
硫
化
水
素
中
毒
に
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
換
気
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
（
労
働
者
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
同
項
第
五
号
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
換
気
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
及
び
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習

（
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
の
講
習
科
目
）

第
二
十
六
条
　
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
は
、
学
科
講
習
及
び
実
技
講
習
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
学
科
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
酸
素
欠
乏
症
及
び
救
急
そ
生
に
関
す
る
知
識

二
　
酸
素
欠
乏
の
発
生
の
原
因
及
び
防
止
措
置
に
関
す
る
知
識

三
　
保
護
具
に
関
す
る
知
識

四
　
関
係
法
令

３
　
実
技
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
な
う
。

一
　
救
急
そ
生
の
方
法

二
　
酸
素
の
濃
度
の
測
定
方
法

（
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
の
講
習
科
目
）

第
二
十
七
条
　
前
条
の
規
定
は
、
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
酸
素
欠
乏
症
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
症
、
硫
化
水
素
中
毒
」
と
、

同
項
第
二
号
中
「
酸
素
欠
乏
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
及
び
硫
化
水
素
」
と
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
酸
素
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
及
び
硫
化
水
素
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
技
能
講
習
の
細
目
）

第
二
十
八
条
　
安
衛
則
第
八
十
条
か
ら
第
八
十
二
条
の
二
ま
で
及
び
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
及
び
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
事
故
等
の
報
告
）

第
二
十
九
条
　
事
業
者
は
、
労
働
者
が
酸
素
欠
乏
症
等
に
か
か
つ
た
と
き
、
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
調
査
の
結
果
酸
素
欠
乏
の
空
気
が
漏
出
し
て
い
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
作
業
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
労
働

基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
止
）

第
二
条
　
酸
素
欠
乏
症
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
労
働
省
令
第
二
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
二
日
労
働
省
令
第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
か
ら
三
ま
で
　
略

四
　
第
一
条
中
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
四
十
二
条
、
第
二
百
四
十
七
条
、
第
三
百
六
十
条
、
第
三
百
七
十
五
条
、
第
四
百
四
条
、
第
五
百
十
四
条
、
第
五
百
十
八
条
、
第
五
百
十
九
条
、
第
五
百
二
十
条
、
第
五
百
二
十
一
条
、
第

五
百
三
十
三
条
、
第
五
百
六
十
三
条
、
第
五
百
六
十
四
条
及
び
第
五
百
六
十
六
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
五
月
一
五
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
二
月
二
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
五
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
酸
素
欠
乏
症
防
止
規
則
第
一
条
の
改
正
規
定
、
同
規
則
第
二
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
三
号
中
「
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
削
る
部
分
及
び
同
条
に
二
号
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
規
則
第
三
条
か
ら
第
五

条
ま
で
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
六
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
三
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
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る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
二
十
五
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
規
則
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
（
同
条
中
「
酸
素
欠
乏
症
」
を
「
酸
素
欠
乏
症
等
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
条
中
労
働
安
全
衛
生
規
則

第
五
百
八
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
及
び
同
規
則
第
六
百
四
十
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
（
同
号
中
「
第
九
条
第
一
項
の
場
所
」
を
「
第
九
条
第
一
項
の
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に

附
則
第
四
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
の
規
定
　
昭
和
五
十
七
年
七
月
一
日

二
　
第
一
条
中
酸
素
欠
乏
症
防
止
規
則
第
十
一
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
規
則
第
十
二
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
三
十
六
条
及
び
別
表
第
一
の
改
正
規
定
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日

（
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
酸
素
欠
乏
症
防
止
規
則
（
以
下
「
旧
酸
欠
則
」
と
い
う
。
）
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以

下
「
旧
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
酸
素
欠
乏
症
等
防
止
規
則
（
以
下
「
新
酸
欠
則
」
と
い
う
。
）
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
と
み
な
し
、
旧
安
衛
則
第
八
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任

者
技
能
講
習
修
了
証
は
、
新
安
衛
則
第
八
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修
了
証
と
み
な
す
。

（
作
業
主
任
者
の
選
任
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
酸
欠
則
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険

作
業
に
あ
つ
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
六
条
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
」
と
、
「
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
あ
つ
て
は
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
酸
素
欠

乏
危
険
作
業
主
任
者
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
」
と
、
「
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
に
係
る
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
」
と
あ
る
の
は
「
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
」
と
、
「
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る

前
、
作
業
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
が
作
業
を
行
う
場
所
を
離
れ
た
後
再
び
作
業
を
開
始
す
る
前
及
び
労
働
者
の
身
体
、
換
気
装
置
等
に
異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
、
作
業
を
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
作
業
を
行
う
」
と
す
る
。

（
特
別
の
教
育
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
昭
和
五
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
旧
酸
欠
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
百
二
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
別
表
第
六
に
掲
げ
る
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
に
お
け
る
作
業
」
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
旧
酸
欠
則
、
旧
安
衛
則
及
び
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
化
学
物
質
等
障
害
予
防
規
則
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
一
八
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
及
び
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
「
旧
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
酸
素
欠
乏
症
等
防
止
規
則

（
以
下
「
旧
酸
欠
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
又
は
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規

則
（
以
下
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
酸
素
欠
乏
症
等
防
止
規
則
（
以
下
「
新
酸
欠
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
又
は
酸
素
欠
乏
・
硫

化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
と
み
な
し
、
旧
安
衛
則
第
八
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
第
一
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修
了
証
又
は
第
二
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修
了
証
は
、
新
安

衛
則
第
八
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修
了
証
又
は
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修
了
証
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
八
月
一
日
前
に
製
造
さ
れ
た
安
全
帯
（
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定

す
る
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
同
日
に
お
い
て
現
に
製
造
し
て
い
る
安
全
帯
（
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
平
成
三
十
四
年
一
月
一

日
ま
で
の
間
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
と
み
な
す
。

一
か
ら
四
ま
で
　
略

五
　
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
酸
素
欠
乏
症
等
防
止
規
則
第
六
条
及
び
第
七
条

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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